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談 話 室

横 目で見 て 来 たUCSB

理学部 本 河 光 博(豊 中4157)

「アメ リカを発見 した/」 長男の叫び声に機 内の爆笑 をさそったが・空が白み出す頃か ら窓の外を じ

っと見 ていた子供 の感激 もさることなが ら,た とえジェッ ト時代 とはいえ・大海原 をこえた果 てに見 る

大陸の姿は大航海時代以来常に人の心 を うつ ものがあるのではなかろうか。 しか しサ ンフ ランシスコ上

空か らロスアンゼルスに向 って南下 しは じめた飛行機の窓か ら見える景色 は赤茶 けた山肌 と枯れたよう

な畑,大 陸 の荒 々しさを象徴 してい るよ うであった。 サン タバーバ ラはロスアンゼルスか ら海 岸に沿 っ

て北へ約100マ イル(160㎞)に ある人 口175,000人 の中 ぐらいの大 きさの町で ある。 かつてカ

フォルニアがメキシコ領 であった頃,巡 礼の聖地 として,今 は国境 のあるサンデ ィエ ゴか ら北ヘサ ンフ

ランシス コのあた りまで,一 日の旅程毎 に巡礼 の宿泊 と布教 をかねた ミッション(伝 道所)が 澄かれた

が,サ ンタバーバラもその一つであ り,ELCAM工NO:REAL(王 道)と 呼 ばれるその巡礼の

道す じにある。昔聖者達が,ガ ラガ ラ蛇な どの 自然 の恐怖 とたたかいなが らインデ ィアンを懐 柔 し布教

して歩 いた この王道 は,今 は昔 を知 るよすが もな く,国 道101,ま たは州道1号 線として州内の交通

に重要な役割を果 している。 ただ街道筋 のところどころに見 られる緑青 をふいた鐘 に「ELCAM工NO

REAL」 と書かれた標識だけがそれを伝えている。20世 紀 に入ってか らはこの町 はリゾー ト地 とし

ての色彩 を深め,宗 教的 とい うよ りは遺跡 としての ミッシ ョンを背景 にしだい に発展 して来 た。ア メリ
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カへ移住 して問 もないアインシュタインがカリフォルニア工科大学 で相対論の研究 をしていた時期,サ

ンタバーパ ラへ保養 に来て・ 自転車 に乗 って遊んでいる写真 が生 誕100年 記 念の新聞記事にみられた。

リゾー ト地 としての性格 と飲料水の制約のため人 口流 入がお さえ られてい るとい うこ とのため家賃 をは

じめ とする生活費は・大陸内部 にある他 の同程度の大 きさの町 に くらべて格 段に高い。

この地に大学 がお かれ たのはそ う古 くはない。1944年,小 さな カレッジを改組 してカリフォルニ

ア大学 の一 つとしてUCSB(UlliversityofCa■ifornia.Sa〆nta,Ba:rbara,)が 設 置

された。 カリフォルニア大 と一 口に言 って もバークレーを筆頭に,ス ポー ッで も有名 なUCLAな ど九

つのキャンパスを擁 し,そ れぞれがほぼ独 立 した大学 になっている。 日本列 島の面積 よ り少し上 まわる

カリフォルニア州 の面積か ら見て,カ リフォルニア大全部を一つの大学 と考えるよ りは,一 つ一つのキ

ャンバスを 日本の各 国立大学に見立てた方があた っているか も知 れない。全大学 を統合す る責任者は

Presidentと 呼 ばれるが各 キャンバスの学長 にあたる人はGhanGe■ ■orと 呼 ばれている。筆者

の滞在中に丁度GhanGe■ ■Orの 就任式が行われたが,教 授達は黒や赤 のガウンにふさのついた角帽

をかぶ り,旗 や幟 をた.てて式場 を行進す る。 ヨー ロッパの古い大学 の昔の行事 をまね してい るようであ

った。列席者 も盛装 に威儀を正し,普 段格式ば った ことのきらいな カリフォルニァ ンにはめず らしい光

景であった。町 の著名人や卒業生 もそ してそれぞれがみんな夫婦つれで多数 参加 し,け っこ う華 やかな

町全体の於祭 りの ような気分 をもりあげ ていた。通 常で も』シサー トやスポー ッ等色 々の行事で大学 は

市民生活に とけこんで餐』り町全体の文化 の殿堂 として親 しまれている。聞 くところによる とUGSBは

理科系 よりはむ しろ芸術関係(ダ ンス,演 劇,音 楽等)が 学生数 も.多く主 であるそ うである。そのせい

かキャンパスを歩いていても女子学 生がやた らと多い。

UGSBが 位 置す るキャンパスは第二 次大戦 中海兵隊 の基地 のあった場 所で,美 しい海岸沿いにあり

構内には今で も当時のバ ラックがい くつ か使われているのが見 られる。大戦中 日本め潜水艦か ら砲撃 を

うけた とい う場所 も大学近 くの レス トランに記念 として残 されている。 アメリカ本土 が外敵か ら直接砲

撃 されたのは,独 立の頃の米英戦争 は別 として最初唯一 の例だ とか。大学 の建物は白または うす い色 を

基 調 として,す み きった紺碧 の空にはえ,白 い砂浜 と背 の高 いPaユn1(や しの一種)の 木,こ れ らのコ

ン トラス トは実 に美 しい。 物理学科 の建物は三方が廻廊 となって澄 り外に面 している。各部屋へ行 くた

め には これ を通 らなければな らないが これは年間 を通 じてめったに雨が降 らないか らで きる芸当であっ

てア メリカ広 しといえ ども他 に例がない。 この廻廊か らのながめ もまた壮観 であった。 キャンパスの中

にある建物 はほ とん どが記念す るべ き人の名前 を冠 して呼ばれて いたが,こ れはいただけない。 舌をか

みそ うな名前で建 物 の あ りか を教 えられて もわか りよ うもな く,人 をたず ねて物理以外の建物へ行 く

ときは往生 した ものである。 日本のよ うに,理 学 部の建物,文 学 部の建物 と区別 されてい る方がはるか

わか りょい。 しか し建物の間 は,通 路は別 として,多 くの樹 と芝生 に細誇われ,朝 夕のスプリンクラー

か らの放水 やまめに行われ る芝刈 りなど非常 によ く手入れされて澄 り美 しい。春か ら秋の終 りま で全 く

雨の降 らないこの土地 で植物 を美 しく保 つ努 力には見な らうべ きものがある と思 う。芝は大 きくてかた

く非常 に強 く人が歩いて も容易 に枯れない。 日本では どうレて大学 の庭 に繊細で弱い芝 を高 い澄金を出

して うえるのであろ うか。 あげ くのはて「立入禁止」,そ して守 らない人 々のため禿 だ らけ。そ んな高級

な芝は立派 な庭園向 きであってキャンパス向 きではない。駐車場 は キャンパスをとりま く外周道路 に沿
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ってた っぷ りとって あって,人 々が散策す る建物の近 くへは工事や運搬 に供す る車輔以外入れない。阪

大 のように大学 の中を歩 くに も車に注意 しなければな らないのは何 かまちが っているような気 がす る。

駐車場が沢山 あって も学部学生は 自動車通学 を禁 じられている。 これ も日本 と大分ちが う。大学院以上

の人 々は年間い くば くかの駐車料 を払 って駐車 を許可 されるが,学 部学生は一般 の部 外者 と同 じく一 日

毎割高の駐 車料 を払 わなければな らないし くみにな っている。 しか も一.般車用のスベースは非常 にせま

くか ぎられている。そ のためか自転車 が大 はや りで,自 転車専用道路 が縦横に整備 されてお り,授 業 と

授業の合間 には建物 をわた りある く学生の 自転車 ラッシュで ものす ごい。超 ショー トパ ンッにTシ ャツ

ー枚 ,背 中にナ ップサ ックをせ診 って自転車をこい でいる女子学生の姿 は一つの風物である。昼 休みと

もなる とキャンパス内の ビーチは女子学生の ビキニ姿で満 ちあふれ る。我 々のグルー プは昼は ビーチで

泳 いでか ら砂浜 で昼食 をとるのを日課 にしていた が,ま わ りが男子学生 よ りも女子 の方があっとう的に

多 いので一 緒にいたKing氏 にたずねた ところ「Whyd.oyouGoln:P■ainofit?」 が 魯

えであった。

さて大分話が横道にそれてしまったが,UCSBの 物理学科は比較的歴史が浅 い。 しか し最 初か ら世

界的に名 の通 った教授 をつれて くることにより一躍一流 の場所 になって しま った。物理学科創設 に活躍

した原子分子 の分光学 の大家Broid-er教 授 は先年不慮の事故 でな くなったが,ご く最近で も超流動

Heの 相転移で有名 なAh■ers教 授 やBGS理 論 であま りにも名高仏SGhrieffer教 授 などが

Sta,ffと して着任 している。 先に も言 った ようにサンタバーバ ラは非常に いい気候 にめ ぐまれ リゾー

ト地 として有名 であるのでアメリカでは一種のあ こがれの地 になって澄 り一流人 を集 めやすいのだそう

である。18名 の教授 を含む32名 の教官 と日本 での若 手助手にあたるボス ドク18名 に対 し大学院生

な75名,学 部学生の人数 は知 らな いが入学案 内にはs七u(1ent/fa,cu■tyra,七ioの 少 なさを う

たっている。阪大理学 部の1.5倍 く らいの規模 であろうか。教授陣の一流 さに くらべ学部学生の程度は

高 くないよ うであった。風光明媚,遊 びには事欠 かない リゾー ト地 としての利 を得て一般 に学生 はあま

り勉強せず,毎 夜 パーテ ィばか りひ らいているのでパーテ ィ大学 とも悪 ロ言われてい るそ うである。そ

のためか大学院生はほ とんど他大学 出身でバ ーク レイやUCLA,あ る いは東部の一流大学 な どから集

り非常 に優秀な学 生が多い。研究 グルー プは 日本の講座制 のよ うに助教授や助手な ど手下 が自動 的につ

くわけでな く,教 授な り助教授 な りグループをつ くる者が 自分 で金づ るを見つけてきてボス ドクや大学

院生の給料 を払 つてや とわ なければな らない。有名教授 は多 くの金 を集 め大 グループをつ くっているが,

本人 を含めて二三人 とい う小 さなグルー プもある。教授 助教授はtenureと い って身分保障 のされた

ポス トであ り州 か ら給料 が払われているが,こ の正式のポス トの他に面白い システムがある。それは

AdjunGtPrOfessorと い って研究場所は大学 の中に・与え られ るが給料 は もらえず,し たがって

研究費 を政府や海軍 か らもらってきてその金で ボス ドクをやと うかわ りに自分で 自分・自身 をや と うとい

うシステムである。これでは必 死 になっていい研究 を煙 ざるを得ない。学科全体はEx:perimenta,■

GondensedMa,tter:Physics,Ekpeτimenta,■Sta,t土stiG昂 二LMeGha,niGs

andBio:ph)rsiGs,Ex:perilnentε し■Partic■ePhysiGs,TheOre'biGa■As'Lro曹

PhysiGsa且dGener乱 ■Re■ 乱tivi℃y,Quantu皿Fie■dTheoryandRe■ated

Topics,TheOretiGaユSo■id-StatePhys土cs,A:PPユiedP■ysiGsの 七 つに分
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類 され各 グループがどれかに属 している。最近の動向 として ゲルや高分子化合物を対 象とした物理 が拡

張 の きざしをみせていた。各 グループの横のつなが りは毎週開かれるコロキウムの前の澄茶の会 としょっ

ちゅう談話室 で行われる誰かの誕生会 などである。集 っては ドーナ ツと紅茶 でだべ るのが大好 きのよ う

である。 この学科 はまた非常 に国際的でグループメンバーの半分 が外国人 とい うの もめず らし くはない。

長期滞在 したことのある日本人の数 も筆者の知 るか ぎりで も五指にあま る。最近は中国 と留学 生の交換

を行 い多 くの 中国人学 生(大 学 院)が み られる。 しか し彼 らのほ とんどは文化大 革命のお かげ で40才

をす ぎたよ うな人達で ある。 もともと居た台湾系の学 生 とも仲良 くや っている。

筆者の属 したJaGGa,rino教 授 のグループは磁気共鳴を手段 として磁 性の研究 を行っていた。伝統

的にNMRを 使 って磁性体の中の相互作用を,主 に弗化 物について調べ るのを得意 としていた。 しかし

最近は遠赤外 レーザーをつかってサブ ミリ波での磁気共鳴 も行われて澄 り,阪 大 で同様の実験をやって

いた筆者 には興味深 く参加す ることがで きた。研究 の内容 は別の機会 にゆず ることにして,実 験は13

Tま での工GCの 超 伝導 マグネッ トを使 って行われたが これがい とも簡単 に使われ る。液体ヘリウムは

注文する と翌 日の朝 ロスアンゼル スか ら専属の運送屋によって運 ばれる。143ド ル とのことであった

が254の ス トレージで この マグネッ トを十分冷 やし6～8時 間 ぐらい実験で きるのである。予冷 や・

ヘ リウムをマグネ ットの デワーに入れ るとき細心 の注意をは らうこ とはあたりまえであるが,日 本では,

例 えば物性研 ではこの種 の超伝導.磁石が沢山のヘ リウムを要 し,十 分供給 されないため使用ひん度 が非

常 に少いことを聞いた ことがあるが信 じられ ない。ヘ リウムは回収 しないので非常 に楽 であるが,貧 乏

根生のぬけない筆者には もったいな くてしかたがなか った。測定装置その もの には特に記すべ きものは

ない。 しかしマシンショリプの優秀 さにはお どろいた。一般 にア メリカの大学 のマシンショップの良さ

とテクニ シャンの優秀 さはよ く語 られ るが,逆 に どうして 日本の場合 は悪いのだろ うか。研究者は割 と

気軽に海 外へ 出る様 になって きたが工作セン ターの技官な どに もそ うい う機会 を.与えて学 ばせてみるこ

とはで きないものなのか。工学 部応用物理の山中正宜氏の手紙 にょる指導 で光励起 レーザーを作製 した

が,StOGkroomに は あ らゆるサイズのビス,ナ ッ ト,規 格化 された真 空配管器具な ど完全 にそろっ

てお り非常 に能塾 があがるよ うにで きていた。 エレク トロニクスショップには二人 のテクニシャンが居

てメー カー製の測定器 でも片パ シか ら修理 してしま う。 自宅ではコン ビューターで遊び,週 末 は自動車

の分解 を趣味 とす る彼 らのaffinityが そ うさせるのであろ う。

Ja,Gca,rino教 授 は カリフォルニアはアメリカで も特別 であってここを見てア メリカを見た と言 っ

ては いけないと言 われた。事実 カリフォルニアの州旗 には カリフォルニア共和国とかかれ・風俗全 体に

ア メリカの平均とは異った面が多い。 ア メリカ独立以来文化の中心で あったボス トン・ニユーヨー久

ワシン トンを横 目でみ,い ささかのコンプ レック スを もちしか も独立の気 がいをもった州で ある。昨年U

GSBに は 連邦政府の肝入 りで理論物理学研究所 がで きこれまた一流人のみ集め東 のプリンス トンの物

理部門に匹敵す る。またMITのNa,tiOna■MagnetLa,b.よ り一 まわ り大 き～(強磁場研究所が

計画 されている。 次第に伝統の重 みを加えていった東に くらべ,今 だにFrOntierSplritを そ

なえたカリフォルニアが次の アメリカを背澄 ってい くような気がする。Vlv'aSan七a,Bar"ba,ra/

vivaGa■ifornia/
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